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Ⅰ本学の施設の環境に関る評価

●ソーラーウォール
●クールヒートチャンバー
●クールチューブ
●太陽熱温水器
●太陽光発電
●屋上緑化
●壁面緑化
●外断熱
●ペアガラス
●アクティブソーラー
●雨水利用
●敷地内樹木のCO2吸収量
●電気、水エネルギーの使用実態

低燃費車の利用促進策

Ⅲ廃食油カーシェアリングによるＣＯ2
排出削減

ガソリン消費追跡システム開発

【環境大学環境計測システムの構築】

燃費データ

データ集積ボードとデータ転送

データ集積・解析システム

太陽光
発電量データ

将来追加項目例

データ集積ボードとデータ転送

本学に設置されている環境配慮施設が、過去4年間どのような環境負荷を生じているか
その実態を調査すると同時にCO2削減に向けた改善案を学生と教員で提案する。

ⅡフードマイレッジによるＣＯ2排出削減

〈主な対象設備等〉

▲屋上緑化

▲クールヒートチャンバー ▲ソーラーウォール
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展 開
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廃食油回収・精製・販売のBDF燃料精製システムとカーシェアリング
などのBDF燃料車の活用システムを構築し、BDF燃料車利用の一連の
仕組みを模索し、CO２排出削減に貢献する。

鳥取環境大学では廃食油を使用した2つの挑戦を実施している。

●1 石油代替バイオマスへの挑戦●2 地球温暖化対策への挑戦を実施して

いる。●1 では、石油を使用せず一般家庭・飲食店から出される廃食油を

回収しそれを本学にある廃食油製油プラントを用いて精製することで、

新たなエネルギー（バイオディーゼル燃料）を作り出す。また、廃食油

だけでなく休耕田での菜の花畑を栽培することで植物油の製造も検討

している。●2 においては、●1 で造られた燃料を鳥取市内循環100 円

バス｢くる梨｣に提供し、また、廃食油を利用して動く｢鳥取環境大学

天ぷらカー｣を運行させること

で、カーシェアリングを実施

する。将来的には、すべてのバス

をバイオディーゼル油で運行さ

せ、｢鳥取環境大学天ぷらカー｣

を利用したバス事業のコミュニ

ティービジネス化による市民

主体のバス経営を目指す。

Ⅳ
第一段階 第二段階

測定方法の調査
測定機器の準備や

設置を進める

冬場及び季節に
係わらない設備の

実測本調査

第三段階 第四段階
春から夏場に

稼動する設備の
実測調査

補足調査
と

総合評価

フードマイレッジによるCO２削減を目的とし、本学学生
センター食堂において“より美味しい食事”の提供を実現
し売れ残り・食べ残し量の削減に取り組む。

売れ残り・食べ残し量の原因を追求し減少させ、また地産
地消を促進することで、CO2削減を可能すべくプロジェクト
を実施する。具体的には、食堂ビデオ調査などの事前調査
を基に詳細な検討を行い、食堂利用者（特に学生）の利用
実態を把握し、学生の不満を分析しそれを取り除くことに
よる減少をはかる。さらに地産地消を積極的に取り組む
ことの可能性を検討し、輸送距離面からのフードマイレッジ
の数値を低下させることを行い、より環境負荷が少なく、
学生の利用しやすい食堂を目指す。

●1 環境大学の教職員・学生の車のガソリン消費量
　（CO2発生量）を定量的に把握。

●2 環境大学にある環境関連設備のCO2削減効果を
　定量的に把握。

●3 定量的に把握することで、体重計ダイエット効果を
　狙うと共に、削減政策を立案し、その効果を検証。

自動車利用者のガソリン使用料の管理・追跡システムを構築し、自動車によるCO2

排出量について利用者意識を高める。

展 開展 開

展 開

▲学生食堂東に設置された廃食油製油プラント収納用のコンテナ

▲廃食油製油プラントでバイオディーゼル燃料を精製している

▲フードマイレッジの検討風景

▲鳥取環境大学で精製したBDF燃料で走る
　鳥取市100円バス「くる梨」号

鳥取環境 大学の駐車料金を差別化し、低燃
費車への 乗り換え促進やCO2排出削減努力
の意識を 高める。

様々な分 野での自動車利用によるCO2排出
量は増加しつづけ、自動車を全面的に規制
するやり 方は現代社会では不可能である。
そこで、 教職員学生が通学に利用している
自動車の 保有・利用を認めつつ、自動車による
 温室効果ガスの排出削減を図るため、本学の
 駐車場料 金の差別化をし、低燃費車の利用
 CO2の削 減を促進する。具体的対策として、
学生が利 用する自動車の学内駐車料金を
平成17年 10月以降、次のように変更し、
 CO2削減を努力する。

○1 ガソリンスタンドでガソリンを入れるときに、携帯電話でガソリン補給量と走行距離を大学
　のサーバーに連絡する。これによりガソリン消費量の定量的把握を行う。

○2 得られた情報をケーブルに流し込む専用PCを用いて、データの集積とデータ伝送を行う。

○3 伝送されたデータを解析するソフトを使用し、取得データの統計解析して、CO2排出量の
　客観的なデータを示すことによって、CO2削減政策を立案する。

1，000円

16，000円
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流量・温度

具体例

〈輸送距離面から見るフードマイレッジ〉

排気ガス（CO2）の量

長距離の移動の場合

地産地消の場合 移動距離が短い分、車からの排気ガスも少なくてすむ。
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1km走行におけるCO2排 出量（注） 駐車料金（年額） 備考

改造車は
適用せず

 

平成17年6月24日、古澤巖学長は 二酸化炭素（CO2）の排出を減ら
 す独自のプロジェクトに学内で  挑 戦することを発表した。プロジ
   ェクトとして、本学の施設の環 境に関る評価、フードマイレッ
     ジ（地産地消）によるCO2排出 削減、廃食油カーシェアリン
       グによるCO2 排出削減、ハイブリッド車の利用促進策、
            鳥取環境大学計測システムの構築、の 5つである。
              これらをもとに京都議 定書に盛り込まれた日
                    本の温室効果ガス 削減目標（1990年比
                            6％減）の達成 に挑戦する。


